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研究成果の概要（和文）：近年、看護系大学の急増と医療の高度化に伴い、卒業までに取得すべ

き看護実践能力の評価の重要性が増加している。その一環として、臨地実習に入る直前の段階

までに看護学生が取得すべき知識・能力を正しく評価しておくことは看護実習の適正化のため

の急務の課題である。このような状況に鑑み、申請者は、2008～2010 年に科学研究費補助金
を受け、看護系大学の学生が臨地実習以前に必要とされる知識・能力の有無を検証することを

目的として、看護学１８領域から約１５００の多肢選択式形式の設問を作成し、７３０名の学

生に紙筆形式のモニター試験、および、２２０名の学生に対するコンピュータ試験（CBT：
Computer Based Testing）を実施し、その結果を比較し、全国看護系大学共用のコンピュータ
試験の有用性を確認した。 
研究成果の概要（英文）：Ｗith the rapid increase of the number of the nursing university , 

the importance of the evaluation of the nursing practice ability required by the end of 

graduation of the university increases . 

Therefore, it is urgent to develop a common test available in the nursing university 

throughout Japan to evaluate quality of Student’s competency and knowledge  required  

for a nursing student  by a stage to begin the clinical trial in hospitals . 

I received a scientific research funds subsidy from 2008 through 2010 and, for the 

purpose of developing such common test to evaluate ability and knowledge required before 

the clinical trials in hospitals,1,500 multiple choice items from 18 nursing domains were 

made and carried out monitor trials based on paper-pencil tests and computer tests (by 

means of CBT:Computer Based Testing) for the 730 students and 220 students respectively., 

By comparing both results,it follows that the usefulness of the computer examination was 

confirmed in comparison with of the paper-pencil tests, 
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１．研究開始当初の背景 
1992 年の「看護師等の人材確保の促進」に

関する法律の制定に伴い、全国の看護系大学
の量的拡大は目覚しく、2010 年 4月の時点で
看護系大学は 190 校を数え、全看護師養成に
占める大学における看護師養成率は 20％ま
でに達している。一方、少子高齢化が進むな
ど今日の社会変化は著しく、より安全で質の
高い医療看護が求められており、今日、各大
学がとり組んでいる看護教育の改革、充実の
不断の努力が、全大学的規模で行われていく
必要がある。2002 年にまとめられた「看護学
教育のあり方に関する検討会報告(文部科学
省)」においては、看護系大学卒業者の「看
護実践能力」の向上の必要性、および看護師
としての社会的責任、ならびに国民の要望に
対応した看護の質の向上が強調されている。
さらに、「看護実践能力」を向上させる最も
有効な手段として「臨地実習」はきわめて重
要であり、各大学は、「臨地実習」に臨む学
生について、当該実習の到達目標に沿った実
習開始前の習得レベルの確認、および実習終
了後の到達レベルを評価するなど、大学とし
ての評価システムを構築すべきであるとい
うことが述べられている。しかし、現状では
臨地実習前の学生のレディネスが必ずしも
十分でないことも指摘されており、加えて、
病院などの施設における学生の受け入れ体
制の不十分さ、実習指導者の不足など、臨地
実習における環境条件の整備を推進するこ
とが求められている。 
 
２.研究目的 
近年、看護系大学の急増と医療の高度化に

伴い看護系大学卒業までに取得すべき看護
実践能力の評価の重要性が増してきている。 
看護教育において「看護実践能力」を向上
させる最も有効な手段として「臨地実習」は
きわめて重要であり、各大学は、「臨地実習」
に臨む学生について、当該実習の到達目標に
沿った実習開始前の知識や技術の習得レベ
ルの確認、および実習終了後の到達レベルの
評価を行なうなど、大学としての評価システ
ムを構築すべきである。しかし、現状では臨
地実習前の学生のレディネスが必ずしも十
分でないことも指摘されており、加えて、病
院などの施設における学生の受け入れ体制
の不十分さ、実習指導者の不足など、臨地実
習における環境条件の整備を推進すること
が求められている。医学・歯学においては、

臨床実習以前の学生の適切な評価システム
の構築のための大学間「共用試験」システム
への参加の意向確認と試験内容、実施内容に
ついて検討され、2005 年 12 月から正式実施
がスタートしたが、看護系大学には、いまだ
に実施されていない。 
 本研究の目的は、臨地実習に望むにあた
って必要とされる知識・能力を備えているか
を判定する全国看護系大学共用コンピュー
タ試験（CBT）を開発することを目的とした
ものである。 
 
３.研究方法： 
このような経過を踏まえ、本研究ではまず全
国の看護系大学の教員に対し、（１）臨地実
習に入る前に備えるべき必要最小限度の知
識、能力、態度についてどのように感じてい
るか、（２）臨地実習を行うための知識・能
力を保有しているか否かをパソコンを用い
たテストによってチェックするための「共用
試験」の必要性に対する意識、（３）「共用試
験」が必要とされる場合、試験内容、試験方
法、および試験の実施時期、試験問題作成の
方法等、についてアンケート調査を実施した。
それらのアンケート調査の分析結果、及び現
行の医・歯学部の「共用試験(CBT)」を参考
にして、主に知識・能力（認知能力を含む）
等を問う「共用試験(CBT)」のための問題を
2000 題程度作成し、作成された問題を精選し、
23の看護系大学の学生730名にモニター試験
(紙筆検査)を実施した。この結果に基づき、
作成された設問の識別力・困難度を推定した。
そして、項目内容や、識別力・困難度などの
情報をもとに、問題を精選し、パソコンによ
るコンピュータ試験「看護系大学共用試験
(CBT)」開発に取り組んだ。なお、今回の研
究における「共用試験(CBT)」はコンピュー
タによる多肢選択形式のテストを中心とし
た知識試験(CBT)の部分の開発に限定した。
ネットワーク経由による「共用試験(CBT)」
実施は、8 校の看護系大学を選択した上で試
験的に実施されたもので、近い将来にＣＢＴ
試験を全国規模で実施することが可能にな
った場合の課題を明らかにすることを目的
にした。 
 
４．研究成果 
（１）全国看護系大学教員に対する悉皆調
査による「アンケート調査」の結果、回答し
た看護系教員の 86％が共用試験の必要性を



認め、また、50％以上の回答者が、読解力・
文章理解力、推論・分析力、問題解決力等の
測定の必要性を認めていた。 
（２）34 名の分担者が看護系の専門領域に
関連した CBT 用の問題(約 1500 題)を作成し
た。内容・形式が不完全な設問を省き、全体
を以下の 3 グループにまとめ、3 冊の小冊子
(試験問題)を作成した。全ての問題は 4 肢、
または 5肢の多肢選択形式で正答は1つとし
た。 
ａ：基礎医学(生理学，生化学，病理学，解
剖学，微生物学，病理学)全 180 問 
ｂ：看護系専門科目Ⅰ(公衆衛生学，基礎看
護学，看護教育学，看護管理学，看護倫理学， 
地域・在宅看護学)全 480 問＝(160 問 x3 小
冊子) 
ｃ：看護系専門科目Ⅱ(成人看護学,小児看
護学,母性看護学,老年看護学,精神看護学)
全 480 問 
上記試験問題に対するモニター試験の解答
者は全国 23 看護系大学の 3 年次に在籍する
学生 730 名で、23大学はランダムに 3グルー
プにわけられた。a「基礎医学」は３グルー
プすべてに同一問題、ｂ「看護専門科目Ⅰ」，
ｃ「看護専門科目Ⅱ」は 3グループ別に異な
る問題が出題された。各問題の正答率は 3グ
ループにおいてほぼ一致するようにした。上
記モニター試験の各問題の正答率が２０％
以上、および識別度(項目反応理論による)が
プラスになるという二条件を満たす問題を
選び、研究代表者が所属する聖路加看護大学
に設置したサーバー上に実装された CS 型シ
ステムによる CBT モニター試験(問題の提示
と解答入力をパソコン上で行う)を8大学250
名の学生に実施した。出題数は 1人あたり基
礎医学,看護専門科目Ⅰ，Ⅱ別にそれぞれ 80
問，計 240 問とした。この結果、紙筆試験と
ＣＢＴ試験はほぼ同様な能力・資質を測定で
きることが実証された。 
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